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－ 放射性物質の管理と知識の重要性 － 

資源植物科学研究所長  

山本洋子 

 

倉敷の資源植物科学研究所は平成 22年度より「植物遺伝資源とストレス科学研究」のための共同利用・共同研究拠点

として、学外から多くの研究者や学生が来所し、当研究所の RI施設も利用頂いています。この RI施設ですが、老朽化

に伴う修理個所が年々増加している上に、本施設に連結する遺伝子実験棟を切り離し非管理区域とする案が急浮上し、

その対応に苦慮しておりました。その折、小野施設長の適切なご指導を頂いたことで物事が順調に進み、この春には、

ほぼすべての難題が解決致しました。 

一方、平成 23年 3月 11日の東日本大震災では、津波の被害に加え原発事故による放射能汚染という甚大な被害が発

生しました。当研究所には植物遺伝資源としてオオムギ系統と野生植物の種子のコレクションがあり、それらを研究す

る教員がいます。これらの教員が中心となり、被災農地の修復に向けた取り組みを立案しました。一つは、津波がもた

らした塩害農地や湿害農地に適したオオムギ品種を創出し導入するプロジェクト、もう一つは、放棄された放射能汚染

農地について、繁茂する雑草に取り込まれた放射性セシウムの調査に基づく農地管理法の検討に関するプロジェクトで

あり、平成 24年度から「大学機能強化戦略経費」のサポートのもとに取り組んでいます。後者のプロジェクトに関して

は、福島県飯館村の高度汚染農地に調査区を設け、採取した土壌や植物の膨大なサンプルの放射性セシウム活性を鹿田

施設で測定して頂きました。その結果、土壌表層の放射性セシウムが植物体の地上部へ移行する割合は植物種により

70倍近い差がみられることや、現在の雑草群落が吸い上げている放射性セシウムは土壌表層に存在する放射性セシウ

ムの 0.1% から 0.4%程度にすぎないことが明らかとなりました。この貴重な情報を国際雑誌に公表するとともに、本年

3月には小野施設長とともに飯館村役場復興支援課に出向き報告しました。その際、土壌はぎ取りによる除染後の農地

管理についてアドバイスを求められましたことから、それらを踏まえ、本年度からは環境生命科学研究科の土壌化学や

作物を専門とする教員にも参加頂き、新たな陣容で放射能汚染土壌の問題に取り組んでいます。 

このように放射性物質をいかに管理し制御していくかは、今や国民一人一人が考えなければならない重要な問題と

なりました。その際、何よりも必要な事は、放射性物質に関する正しい知識と適切な管理方法の指導です。鹿田施設の

皆さま方の重要性は格段に高まっており、岡山大学の学生に対する教育や教職員への指導に加え、社会の様々な要請に

積極的に取り組んで頂いています。資源植物科学研究所にも、さらなるご指導とご協力の程、よろしくお願い致します。

< 農地の除染が進む福島県飯館村 （平成 26年 8月）> 
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話題  

１ 変更承認申請について  

PET、SPECT撮像後の動物の病理組織学的観察を可能とするため、3階の細胞
病理実験室での PET核種、SPECT核種を使用する為の申請を行いました（平成
25年 11月 8日申請、平成 26年 1月 7日承認）。承認後直ちに該当実験室での
使用を可能としています。また SPECT室における PET核種の使用、SPECT室
および関連実験室における Tc-99m等の使用数量の増強、新規核種としてラジ
ウムおよびその子孫核種の使用等を計画しています。これらについては、26年
年度内での承認に向けて準備しています。 
 

２ 定期検査・定期確認について

 
法令により特定許可使用者に 3年ごとに義務づけられている定期検査・定期確
認が平成 25年 10月 17日に実施されました。定期検査において技術上の基準に
適合している事が確認され、定期確認においては法定帳簿類が適切に作成され、

保存されている事が確認されました。平成 25年 11月 11日に定期検査合格証、
定期確認証が送付されています。 
 

３ 放射線障害予防規程の改正について

 
自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門鹿田施設の放射線障害

予防規程の改正を行いました。文部科学大臣から原子力規制委員会への業務移

管に伴う文言の修正、監督官庁への報告期限（10日以内）よりも学内の報告期
限を早く設定するための修正、および測定器の確認校正の実施についての記述

の追加等を行っています。予防規程の改正については放射線障害防止委員会で

のメール審議（平成26年2月28日）により承認されました。改正の詳細について
は本文（鹿田施設web siteよりリンクがあります）をご参照下さい。 
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４ SPECT/CT利用者講習会について  

平成 26年 6月 19、20日に学内外の利用者を対象に
SPECT/CT装置（FX3000, TriFoil Imaging Inc.）の利用
者説明会が開催されました。これは SPECT/CT装置
の利用要項、利用に関わる手続き、料金等が整備さ

れたことにより、広く一般に利用を呼びかけるため

開催されたものです。具体的な手続き等については

鹿田施設管理室または医歯薬学総合研究科産官学連

携センターまでお問い合わせ下さい。

 
 

 

 
 

 
開催風景  

 



 

研究紹介 

福島県の放射能汚染農地の復興に向けた取り組み‐野生植物の放射性セシウム吸収効率

について 
 

岡山大学資源植物科学研究所 山下 純 

 
調査の背景と目的 

2011年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震による東日本大震災の被害として、沿岸部を襲

った津波による被害、および福島第一原子力発電所事故による広範囲の放射能汚染が特徴的です。震

災後3年半が経過した今もなお、被災地の復興にはいまだ遠いものがあります。岡山大学では2012か

ら、津波による塩害、および放射能汚染を受けた農地の復興に貢献するために、研究調査プロジェク

トを立ち上げています。本稿では、資源植物科学研究所（植物研）と自然生命科学研究支援センター

光・放射線情報解析部門鹿田施設（鹿田施設）が共同で行っている、放射能汚染農地の復興に向けた

取り組みについてご紹介します。私の専門は植物系統分類学ですが、野生植物に関する知識を活かし

てこのプロジェクトに参加しています。 

福島県の太平洋岸に位置する福島第一原子力発電所から飛散した多量の放射性物質により、同原発

の周辺から北西方向にかけて、汚染度の高い地域が集中しています。降下した放射性物質のうち、占

める線量の割合が大きいのは 131I（ヨウ素131、半減期約8日）、134Cs（セシウム134、同約2年）、
137Cs（セシウム137、同約30年）です。これらのうち、セシウムは半減期が比較的長いので、高い放

射能が長期にわたって残留します。住居周辺や学校など公共施設においては優先的に除染事業が行わ

れてきましたが、そうした場所と比べると、農地や山林での除染は捗っていません。2013年の時点で

もなお、汚染レベルの高い地域では、試験的な栽培地を除いて耕作が再開できない状況が続き、雑草

が繁茂する耕地の管理は、避難して自らの土地から離れて暮らす人々にとって大きな負担となってい

ます。また、震災発生直後に放射性物質のファイトレメディエーション（植物の吸収能力を利用した

除染）に関する情報が錯綜し、植物によるCs吸収に関する汚染地域での実測データの蓄積が必要でし

た。 

本研究の主な目的は、環境に残留する汚染物質中の相対的線量の大きい放射性Csに着目し、農地

に生育する様々な野生植物について放射性Cs濃度と土壌からの吸収効率を調べること、雑草群落で

の放射性Cs吸収効率を見積もること、群落構造の変化を調べることでした。これらのデータは、被

災農地における雑草の取り扱い方針やファイトレメディエーションの可否を考えるために有用な基礎

情報です。また、もしも運良く吸収効率の非常に高い種が見つかれば、ファイトレメディエーション

研究に貢献できる可能性もありました。本稿では放射線測定に関する部分について記し、群落構造の

変化については省きます。
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Cs

[Cs] soil  
 

1 2012 Yamashita et al. (2014) 
 

  a  1 m  0 5 cm  

  (m2)     [Cs]soil 

     (µSv h–1)b  (Bq kg DW–1)c 

R1 3,250   3.24 ± 0.04 (17)  4   5,118 ± 1,085 (5) 

        7  10,869 ± 4,126 (5) 

          7,994 ± 2,228 (10)d 

R2 3,000   3.19 ± 0.05 (15)  4   15,678 ± 756 (5) 

        7  14,834 ± 3,584 (5) 

       10  27,297 ± 3,758 (5) 

         19,269 ± 2,221 (15)d 

R3 2,100   5.05 ± 0.05 (15) 10  25,868 ± 3,999 (5)d 

    

F1 1,600   3.50 ± 0.07 ( 5 )  4   9,294 ± 2,482 (5) 

        7   8,548 ± 1,192 (5) 

          8,921 ± 1,304 (10)d 
a 2011 5 1  
b 1 m 30  ± 

 
c  ±  
g [Cs]soil  

 

2012 32 99 4 3 213 2013

21 40 101

1 1

3

Cs [Cs]plant Bq kgDW!
1 [Cs]plant SE

U-8 1 18 cm3

3 3 U-8

1 2m 3 U-8

Cs 3 Cs  

1

4
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2013
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1

2

Nishizono et 

al. 1987 5 cm
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1 Yamashita et al. (2014) 
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al. (2014)  
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al. (2014)  
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al. 2014

 

Endo, S. et al. (2013) J Environ Radioact 116: 59-64. 

Nishizono, H. et al. (1987) Plant and Soil 102: 65-70. 

Yamashita, J. et al. (2014) J Plant Res 127(1): 11-22.  
 ( ) (2014)

Journal of Plant Research 127 1  

 



 

新しい機器等の紹介  

半導体検出器用遮蔽体（MS-110938-01 セイコー・イージーアンドジー株） 
 
鹿田施設では環境試料の測定の頻度が増えていま

すが、これまでは測定室に設置された 1台のみで多

様な測定に対応していました。そのため測定時間の

確保ができない事がたびたび問題となっていまし

た。そこでこの度、環境試料専用の測定器を確保す

る為、遮蔽体を新たに購入しました。測定器は現有

のものと組み合わせますが、これで測定時間の確保

の問題が解決されるものと予想されます。 

 

プログラム電気炉（SMF-1アズワン株） 
 
試料の灰化を行う為の装置です。900℃程度ま
で熱を加え、タイマーで指定した時間処理する

事ができます。内容積は 120!175!100mmですが、

100V電源で使用できる小型の装置ですので、
利便性があります。 
 
 

個人被曝線量計 マイドース G2 PDM-501 （日立アロカメディカル株）

0.01μSvから積算測定が可能な個人被曝線量計
です。 アラーム設定が可能ですので、被曝線量

を管理しながらの作業に適しています。アラーム

は設定値になると音・光・振動で知らせます。
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利用統計    

利用者の推移 ＜放射線業務従事者人数＞     

平成 23 年度 157 名

平成 24 年度 178 名

平成 25 年度 183 名 

研究課題数の推移     
平成 23 年度 47 件

平成 24 年度 48 件

平成 25 年度 62 件

購入（製造）核種の推移  
 

最近 3年の通常核種の核種毎の入庫数量（kBq） 

核種  平成 23年度  平成 24年度  平成 25年度  

P-32 504,860 379,250 312,790 

H-3 17,660 9,090 55,050 

C-14 29,600 29,600 20,350 

Cr-51 0 0 0 

I-125 303,220 155,170 308,350 

In-111 485,640 121,410 459,010 

Rb-86 39,860 41,370 39,860 

Co-57 0 0 0 

I-131 74,000 0 0 

Cs-137 1050 0 0 

Sr-90 0 0 1,910 

Ga-67 0 0 444,000 

Mo-99 0 0 12,260,000 
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Tc-99m 0 0 7390,000 

I-123 0 0 2,110,000 

最近 3年のポジトロン核種の核種毎の製造数量（MBq） 

核種  平成 23年度  平成 24年度  平成 25年度  

C-11 538,520 94,400 105,400 

N-13 43,530 0 0 

F-18 329,010 372,895 1,210,000 

O-15 16,5000 3,570 38,680 

Cu-64 26,510 22,550 35,700 

Zr-89 - - 2,540 

 

鹿田施設スタッフおよび委員会委員  

施設スタッフ  

部門長 山 田 雅 夫

教授 小 野 俊 朗

准教授 花 房 直 志

助教 西 山 祐 一

技術専門員 金 野 郁 雄

技術専門職員 永 松 知 洋

技術職員 大 和 恵 子

技術職員 作 埜 秀 一

事務補佐員 寺 田 輝 子

委員会委員  
 

自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門鹿田施設運営会議

施設長 教授 小 野 俊 朗



16  

医学部 教授 竹 田 芳 弘

歯学部 教授 浅 海 淳 一

大学院医歯薬学総合研究科 教授 金 澤 右

自然生命科学研究支援センター 教授 高 橋 卓

自然生命科学研究支援センター 准教授 花 房 直 志

大学院医歯薬学総合研究科 教授 山 田 雅 夫

自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門

鹿田施設放射線障害防止委員会委員

施設長 教授 小 野 俊 朗

自然生命科学研究支援センター 准教授 花 房 直 志

自然生命科学研究支援センター 技術専門職員 永 松 知 洋

教育学部 教授 伊 藤 武 彦

理学部 准教授 冨 永 晃

医学部 助教 花 元 克 巳

歯学部 助教 十 川 千 春

薬学部 准教授 上 田 真 史

工学部 准教授 林 秀 考

環境理工学部 教授 木 村 幸 敬

農学部 准教授 田 村 隆

大学院医歯薬学総合研究科 助教 百 田 龍 輔

資源植物科学研究所 教授 前 川 雅 彦

岡山大学病院 教授 金 澤 右

自然生命科学研究支援センター 助教 岡 本 崇

自然生命科学研究支援センター 准教授 宮 地 孝 明
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運営日誌  

平成 25 年 
  

4 月 2 日 
 
日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会企画専門委員会（東京） 

4 月 3 日 
 
SPECT 室 LAN 工事 

平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 1 月 31 日 
 
保健学科放射線技術科学専攻の 3年生  45 名 

  
放射線計測学実験Ⅱ・放射線安全管理学実験 

4 月 15・16・17・18 日 
 
SPECT 管理者トレーニング 

4 月 24 日 
 
第 11 回英語による新規教育訓練（鹿田地区） 

  
受講者数 3 名 

4 月 22 日・25 日 
 
第 125.126 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区） 

  
受講者数 60 名 (4/22…37 名 4/25：23 名 ) 

  
第 104.105 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

  
受講者数 37 名 (4/22…21 名 4/25…16 名) 

4 月 23 日・26 日 
 
第 125.126 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区）  

  
受講者数 37 名 (4/23…18 名 4/26…19 名) 

6 月 5・6 日 
 
国立大学アイソトープセンター長会議（岡山大学・五十周年記念館） 

6 月 14 日 
 
医学科 2 年生基礎放射線学実習 59 名 

6 月 21 日 
 
医学科 2 年生基礎放射線学実習 60 名 

6 月 17 日 
 
第 128 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区） 

  
受講者数 9 名 

6 月 17 日 
 
第 106 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

  
受講者数 8 名 

6 月 18 日 
 
第 128 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区） 

  
受講者数 4 名 

7 月 4・5 日 
 
SPECT-CT 管理者講習会 

7 月 17 日 
 
平成 25 年度第 1 回第１種作業環境測定士連絡会 

7 月 24 日 
 
鹿田施設運営会議 

8 月 27 日 
 
大学等放射線施設協議会（東京大学・安田講堂） 
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9 月 4 日 
 
第 12 回英語による新規教育訓練（鹿田地区） 

  
受講者数 2 名 

9 月 5 日 
 
第 129 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区） 

  
受講者数 52 名（内保健学科 39 名） 

  
第 106 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

  
受講者数 48 名（内保健学科 39 名） 

9 月 6 日 
 
第 129 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区） 

  
受講者数  9 名 

平成 25 年 10 月 1 日～平成 26 年 1 月 31 日 
 
保健学科放射線技術科学専攻の 2年生 40 名 

  
放射化学実験 

11 月 11 日 
 
第 131 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区） 

  
受講者数 11 名 

  
第 107 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

  
受講者数 13 名 

11 月 12 日 
 
第 131 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区） 

  
受講者数  8 名 

11 月 13 日 
 
放射性廃棄物処理(鹿田施設) 

  
可燃物 6 本、難燃物 15 本、不燃物 3 本、動物  2 本、 

  
焼却型ヘパフィルタ 109 ﾘｯﾄﾙ×4      

  
通常型プレフィルタ 112 ﾘｯﾄﾙ×1 通常型ヘパフィルタ 0 ﾘｯﾄﾙ 

  
放射性廃棄物処理(OMIC 関係) 

  
可燃物 2 本、難燃物 3 本 動物 3 本 

11 月 20 日 
 
第 13 回英語による新規教育訓練（臨時） 

  
受講者数 2 名 

12 月 12 日 
 
個別新規教育訓練(工事関係) 13 名 

12 月 19 日 
 
岡山理科大学生物化学科学生 施設見学 51 名(引率 1 名・学生 50 名) 

   
平成 26 年 

  

   
1 月 16 日 

 
第 132 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区）  

  
受講者数 4 名 

  
第 108 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 
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受講者数 4 名 

1 月 17 日 
 
第 132 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区） 

  
受講者数 5 名 

1 月 31 日 
 
光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練(臨時) 1 名 

2 月 17 日 
 
平成 25 年度第 2 回第１種作業環境測定士連絡会 

平成 26 年 3 月 3 日 
 
平成 25 年度放射線業務従事者再教育訓練  

  
受講者数 116 名 (内、保健学科学生 48 名) 

  
講演 光・放射線情報解析部門鹿田施設 

  
小野 俊朗 

  
『法令改正の概要と最近のトラブル事例』 

3 月 4 日 
 
平成 25 年度放射線業務従事者再教育訓練  

  
受講者数 96 名 (内、保健学科学生 39 名) 

  
講演 広島大学大学院工学研究院 教授  

  
静間 清教授 

  
『ガンマ線ラジオグラフィによる古代青銅剣の透過画像』 

3 月 10・11・12・13・14 日 
 
平成 25 年度放射線業務従事者再教育訓練（ビデオ講習）受講者数 47 名 

3 月 15～31 日 
 
平成 25 年度放射線業務従事者再教育訓練（ビデオ講習）受講者数 2 名 
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変更承認申請、施設検査等記録  

主な承認申請 

 

平成 ５年 ２月 ２日 アイソトープ総合センター設置承認  

平成 ８年 ３月１２日 焼却実験棟の設置承認 

平成１０年 １月２１日 地下貯蔵室の設置承認 

平成１２年１２月 ２日 貯蔵能力の変更、密封線源の使用制限等  

平成１６年 ３月 ８日 貯蔵能力・核種・数量・使用場所の変更等 

平成１６年 ５月２８日 使用核種、数量の変更等 

平成１８年１２月１８日 ２階管理区域の解除 

平成２２年 ５月１９日 焼却研究棟の廃止、地下部分の管理区域の一部解除 

平成２３年 ２月２１日 サイクロトロンの設置承認 

平成２３年 ８月２５日 排気、排水設備の一部変更 

平成２４年 ９月 ５日 使用核種、数量の変更、管理区域の一部拡大、

遮へい体の追加

平成２６年 １月 ７日 細胞病理実験室におけるPET核種SPECT核種の使用 

 

立入検査、施設検査（定期検査） 

 

平成 ５年 ３月３１日 施設検査（４月１９日合格） 

平成 ８年 ５月１３日 焼却実験棟の設置に係る施設検査（５月２２日合格） 

平成１１年 ４月２２日 科学技術庁立入検査 

平成１３年 ５月１８日 施設検査（６月２９日合格） 

平成１６年 ５月１４日 定期検査（６月１４日合格） 

平成２０年 ４月１７日 文科省立入検査 

平成２３年 ３月１５日 施設検査（３月１８日合格） 

平成２３年１１月１７日 施設検査（１１月２１日合格） 

平成２５年 ３月 ７日 施設検査（平成２５年３月８日合格）

平成２５年１０月１７日 定期検査・定期確認（平成２５年１１月１１日合格）
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あとがき   

平成 25年度の鹿田施設ニュース No.9をお届けします。本年度の巻頭言は共

同研究でお世話になっている資源植物科学研究所の山本洋子所長にお願いしま

した。また研究紹介も同時に同研究所・大麦・野生植物資源研究センターの山

下 純先生にお願いしています。大変興味深い記事ですので是非ご一読下さい。

25年度末から鹿田施設のスタッフに新たに西山祐一助教と作埜秀一技術職員の

2人が加わりました。2人は今後増加する分子イメージング関連の研究支援の為

に配置された職員ですが、他の職員共々力を合わせて鹿田施設利用者の支援を

行っていきたいと思います。よろしくお願いします。

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 


